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上程された議案

３つのまちづくりの方向性

　令和７年度予算編成方針　『ともに築く　元気山口』　予算
　来年度は、新市発足２０年の節目を迎える中、第二次山口市総合計画後期基本計画
に掲げる「ずっと元気な山口」の実現に向けた令和７年度予算編成方針が執行部から
示されました。その具体的な取組や方向性について、複数の議員が質問しました。

１都市も農山村も元気なまち
山口都市核づくり山口都市核づくり
●�新本庁舎の供用開始により、市民サービスの向上を図るとともに、●�新本庁舎の供用開始により、市民サービスの向上を図るとともに、
　市民交流棟や広場の整備を進め、暮らしとにぎわいを支える都市形成につなげる。　市民交流棟や広場の整備を進め、暮らしとにぎわいを支える都市形成につなげる。
●�山口市民会館については、老朽化対策の方向性を検討するための基礎調査などを進める。●�山口市民会館については、老朽化対策の方向性を検討するための基礎調査などを進める。

小郡都市核づくり小郡都市核づくり
●�●�JＲ新JＲ新山口駅周辺における飲食店等の出店支援制度の新設を検討する。山口駅周辺における飲食店等の出店支援制度の新設を検討する。
●�●�JＲ新JＲ新山口駅周辺の駐車場不足に対しては、現況やニーズなど実態調査等を進める。山口駅周辺の駐車場不足に対しては、現況やニーズなど実態調査等を進める。

農山村をはじめとした21地域づくり農山村をはじめとした21地域づくり
●�農山村エリア居住促進計画に基づく定住の取組として、農用地区域（青地）の随時除外等を●�農山村エリア居住促進計画に基づく定住の取組として、農用地区域（青地）の随時除外等を
　�行い、新たな住宅建設等を促進するほか、中小規模農家等が行う水路や畦畔などの簡易な　�行い、新たな住宅建設等を促進するほか、中小規模農家等が行う水路や畦畔などの簡易な
改修への支援を検討する。改修への支援を検討する。
●�農山村エリアにおける地域産業や地域づくりの担い手確保の課題については、新規就業者●�農山村エリアにおける地域産業や地域づくりの担い手確保の課題については、新規就業者
支援などの取組に加え、特定地域づくり事業協同組合の立ち上げ支援を検討する。支援などの取組に加え、特定地域づくり事業協同組合の立ち上げ支援を検討する。

２安全・安心で快適に暮らせるまち
●�令和７年度中に市立小・中学校のトイレの洋式化率９０%以上を目指す。●�令和７年度中に市立小・中学校のトイレの洋式化率９０%以上を目指す。
●�高校生までの子ども医療費無料化、第２子以降の保育料の無償化、１歳児健診の公費負担化などの支援継●�高校生までの子ども医療費無料化、第２子以降の保育料の無償化、１歳児健診の公費負担化などの支援継
続に加え、新たに５歳児健診の公費負担化の実施も検討する。続に加え、新たに５歳児健診の公費負担化の実施も検討する。
●�ひとり親家庭への相談支援体制の充実や、こども食堂の安定した運営や機能強化に向けた支援など、きめ●�ひとり親家庭への相談支援体制の充実や、こども食堂の安定した運営や機能強化に向けた支援など、きめ
細やかな支援を検討する。細やかな支援を検討する。
●�雨水排水機能の強化など、内水氾濫対策を加速化するとともに、市が管理する準用河川等の計画的な改修●�雨水排水機能の強化など、内水氾濫対策を加速化するとともに、市が管理する準用河川等の計画的な改修
や集中的な浚渫工事などに取り組む。や集中的な浚渫工事などに取り組む。

３歴史・文化などの個性が更に際立つまち
●�本市が世界に誇る歴史文化や多彩で美しい自然などの観光資源の磨き上げや、大阪・関西万博への出展、●�本市が世界に誇る歴史文化や多彩で美しい自然などの観光資源の磨き上げや、大阪・関西万博への出展、
プレDCプレDC※※における大都市圏等でのにおける大都市圏等でのPRPRイベントなど、様々な機会を捉えた積極的な情報発信や広域観光連イベントなど、様々な機会を捉えた積極的な情報発信や広域観光連
携の取組などを通じた誘客促進を図る。携の取組などを通じた誘客促進を図る。

　　　※ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）とは、※ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）とは、ＪＲＪＲグループや自治体などが協力して実施する大型観光キャンペーン。グループや自治体などが協力して実施する大型観光キャンペーン。

予算編成方針
市公式ウェブサイト

具体的な取組の内容は？
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　令和７年度予算編成方針　『ともに築く　元気山口』　予算
人口減少社会への対応は？

●�公共施設のストックマネジメントに重点的に●�公共施設のストックマネジメントに重点的に
取り組む新組織の設置を検討し、社会経済情取り組む新組織の設置を検討し、社会経済情
勢の変化を踏まえて、改めて山口市公共施設勢の変化を踏まえて、改めて山口市公共施設
等総合管理計画・個別施設計画の再検証を行等総合管理計画・個別施設計画の再検証を行
い、具体的な対象事業を検討していく。い、具体的な対象事業を検討していく。
●�公共施設の集約化や適正な施設規模への縮●�公共施設の集約化や適正な施設規模への縮
小、老朽化した施設の除却の検討を本格化小、老朽化した施設の除却の検討を本格化
させていく必要があると考えているが、複合させていく必要があると考えているが、複合
化、集約化、縮小、除却などが市民の皆様の化、集約化、縮小、除却などが市民の皆様の
満足度の低下につながらないよう、丁寧に調満足度の低下につながらないよう、丁寧に調
整しながら、ハード・ソフト両面での持続的な整しながら、ハード・ソフト両面での持続的な
公共サービスの提供を可能としていきたい。公共サービスの提供を可能としていきたい。

４３億円の財源不足への対応は？

●�今後の予算編成の中で、過去の決算状況や●�今後の予算編成の中で、過去の決算状況や
今年度の執行状況を踏まえた事業費の精査今年度の執行状況を踏まえた事業費の精査
を行う。を行う。
●�現在の「デジタル田園都市国家構想交付金」に●�現在の「デジタル田園都市国家構想交付金」に
代わり、新たに創設される「新しい地方経済・生代わり、新たに創設される「新しい地方経済・生
活環境創生交付金」をはじめとした国の制度の活環境創生交付金」をはじめとした国の制度の
活用、また、新市のまちづくりの都市基盤整備活用、また、新市のまちづくりの都市基盤整備
のために積み立ててきた財政調整基金や特定のために積み立ててきた財政調整基金や特定
目的基金を活用するなど、歳入・歳出の両面か目的基金を活用するなど、歳入・歳出の両面か
ら調整を行い、収支の均衡を図る。ら調整を行い、収支の均衡を図る。
●�市民の皆様の声などを踏まえながら、施策の●�市民の皆様の声などを踏まえながら、施策の
充実や再構築に丁寧に取り組んでいく。充実や再構築に丁寧に取り組んでいく。

　放課後児童クラブの運営については、これまでは主に地域団体等が担ってきたが、近年は、入級希
望者が増加傾向にある一方で支援員が不足する状況にあるなど、その運営が難しくなってきている。
こうした背景により、候補者を広く公募されたこのたびの指定管理者の指定議案について、委員から
様々な意見が上がったものの全員賛成で可決した。

　放課後児童クラブの指定管理者の指定について委員会で激論！

委員からの意見委員からの意見
⃝�運営費の問題や事務の煩雑さ、支援員不足などにより、地域の様々な団体による運営が難しく
なってきている状況の中で、市として放課後児童クラブをどのように担っていくのかを考える
岐路に立っていると感じた。
⃝�指定管理者の選定に当たっては、地域の子どもは地域で育てていくという観点から、地域団体
等に配慮した基準となるよう、他市における民間企業の受託状況を勘案しながら慎重に進める
必要がある。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

12月定例会12月定例会

　この計画は、持続可能なまちづくりに向け、医療・福祉・商業施設などの様々な都市機能を誘導し、
住民が公共交通機関でこれらの生活利便施設等にアクセスできる暮らしやすいまちを目指すものであ
る。現在行われている見直し作業の中で、居住環境に関する考え方の見直しが示されたことに関連し
て、農山村エリアにおける居住促進の考え方などについて質問を行った。

　　　山口市コンパクト・プラス・ネットワークの
　　　　　　　　　　　　まちづくり計画の見直し

問　農山村エリアにおける本計画の考え方を伺う。
答　�居住誘導区域以外でも、地域交流センターを中心とした地域拠点や幹線道路沿い等では、生活
機能の維持・集積、居住を促すこととし、総合計画との整合を図っていく。

問　�農山村エリアにおける居住促進策の一つとして、公営住宅法に基づかない市営住宅の転用利用
が有効と考えるが、地域などからの要望に応じて弾力的に活用することも可能か。

答　�要望の内容に応じて、関係部局とも協議しながら、弾力的な活用を検討していく。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

12月定例会12月定例会

やまぐち市議会だより　2025.23



意見あり！
令和6年度一般会計

補 正 予算
全員賛成で可決するも
　今後の進め方や事業内容に

　

令
和
８
年
度
か
ら

　

令
和
８
年
度
か
ら
1212
年
度
ま
で
の

年
度
ま
で
の

５
年
間
の
運
転・維
持
管
理
業
務
を
民

５
年
間
の
運
転・維
持
管
理
業
務
を
民

間
事
業
者
に
一
括
発
注
す
る﹁
包
括
運

間
事
業
者
に
一
括
発
注
す
る﹁
包
括
運

営
委
託
﹂を
導
入
す
る
た
め
の
︑限
度

営
委
託
﹂を
導
入
す
る
た
め
の
︑限
度

額額
5050
億
２
億
２
︐︐
１
３
９
万
４

１
３
９
万
４
︐︐
０
０
０
円

０
０
０
円

の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
関
し
て

の
債
務
負
担
行
為
の
設
定
に
関
し
て

詳
細
説
明
を
求
め
た
︒

詳
細
説
明
を
求
め
た
︒

　
執
行
部
か
ら
︑﹁
こ
の
限
度
額
は
︑包

　
執
行
部
か
ら
︑﹁
こ
の
限
度
額
は
︑包

括
運
営
委
託
導
入
効
果
調
査
の
結
果

括
運
営
委
託
導
入
効
果
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
︑必
要
な
経
費
に
つ
い
て
︑

を
踏
ま
え
︑必
要
な
経
費
に
つ
い
て
︑

複
数
社
の
見
積
り
か
ら
積
算
し
た
額

複
数
社
の
見
積
り
か
ら
積
算
し
た
額

に
包
括
運
営
委
託
の
導
入
に
よ
る
削

に
包
括
運
営
委
託
の
導
入
に
よ
る
削

減
期
待
値
を
乗
じ
て

減
期
待
値
を
乗
じ
て

算
出
し
た
︒削
減
期

算
出
し
た
︒削
減
期

待
値
は
︑内
閣
府
が

待
値
は
︑内
閣
府
が

公
表
し
て
い
る
数
値

公
表
し
て
い
る
数
値

を
基
に
︑こ
の
度
の

を
基
に
︑こ
の
度
の

契
約
期
間
等
を
踏
ま

契
約
期
間
等
を
踏
ま

え
て
︑有
識
者
を
含

え
て
︑有
識
者
を
含

む
受
託
者
選
定
委
員

む
受
託
者
選
定
委
員

会
で
の
議
論
を
経
て

会
で
の
議
論
を
経
て

設
定
し
た
︒﹂と
の
説

設
定
し
た
︒﹂と
の
説

明
が
あ
っ
た
︒

明
が
あ
っ
た
︒

山
口
市
清
掃
工
場
包
括
運
営
業
務

山
口
市
清
掃
工
場
包
括
運
営
業
務

効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
運
営
で

効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
運
営
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
！！

〇包括運営委託を導入することにより今後５年間で約４億１千万円の経費削減が見込まれる
こと、また、民間の創意工夫を取り入れることにより得られる効果的な運営を期待する。
〇巨額の予算を投じる事業でありながら、限度額の積算方法や審査時の説明が分かりにくい
部分もあった。今後の執行段階においては、より詳細な検討をした上で、さらなる削減効
果を出せるよう努めるとともに、効率的な施設運営による住民サービスの向上に努めてい
ることについて、市民の皆様に対しても分かりやすく説明されたい。
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〇農業生産基盤である
水路や水田の被災で
あることから、農繁
期前に復旧が可能と
なるよう早期の対応
を求める。
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〇施設の運営を指定管理者
任せにせず、市の責任で
運営の支援体制を強化し、
地域のこどもを地域で育
てる体制づくりを進めて
ほしい。
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〇繰越明許費の追加は理解するが、繰
越しによる今後の請負額への影響に
ついて丁寧な説明を求める。
〇入札不調となることも想定し、新本
庁舎棟整備の他の工事に影響が出な
いよう、しっかりとした進行管理を
求める。
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算
さ
れ

準
に
基
づ
き
積
算
さ
れ

て
い
る
こ
と
︑支
援
員

て
い
る
こ
と
︑支
援
員

等
の﹁
賃
金
改
善
手
当
﹂

等
の﹁
賃
金
改
善
手
当
﹂

や﹁
賃
金
の
上
昇
分
﹂と

や﹁
賃
金
の
上
昇
分
﹂と

い
っ
た
人
件
費
の
確
保

い
っ
た
人
件
費
の
確
保

に
つ
い
て
は
︑今
後
︑国

に
つ
い
て
は
︑今
後
︑国

の
算
定
基
準
の
改
定
等

の
算
定
基
準
の
改
定
等

に
応
じ
て
予
算
計
上
し

に
応
じ
て
予
算
計
上
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
こ

て
い
く
方
針
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
︒

と
が
確
認
で
き
た
︒

　

新
本
庁
舎
棟
周
辺

　

新
本
庁
舎
棟
周
辺

の
屋
外
整
備
工
事
請

の
屋
外
整
備
工
事
請

負
の
入
札
に
つ
い
て
は
︑

負
の
入
札
に
つ
い
て
は
︑

応
札
者
が
な
く
落
札

応
札
者
が
な
く
落
札

者
が
決
定
し
な
か
っ
た

者
が
決
定
し
な
か
っ
た

た
め
︑工
事
内
容
や
入

た
め
︑工
事
内
容
や
入

札
参
加
条
件
を
変
更

札
参
加
条
件
を
変
更

し
再
入
札
と
な
る
︒年

し
再
入
札
と
な
る
︒年

度
を
ま
た
ぐ
工
期
と
な

度
を
ま
た
ぐ
工
期
と
な

る
が
︑新
本
庁
舎
棟
の

る
が
︑新
本
庁
舎
棟
の

使
用
や
開
庁
に
影
響
が

使
用
や
開
庁
に
影
響
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
︒

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
︒

債
務
負
担
行
為
と
は

事
業
が
単
年
度
で
終
了
せ
ず
、
後
年
度
に

も
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、

あ
ら
か
じ
め
後
年
度
の
債
務
を
約
束
す
る

予
算
を
定
め
る
こ
と
。
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和６年度山口市一般会計補正予算（第６号）
●令和６年度山口市介護サービス事業特別会計補正予算
（第１号）

●令和６年度山口市国民宿舎特別会計補正予算（第１号）
●令和６年度山口市一般会計補正予算（第７号）
●令和６年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）
●令和６年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）
●令和６年度山口市介護保険特別会計補正予算（第２号）

条　　　　　例
●市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例及び山

口市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正す
る条例

●山口市老人憩の家設置及び管理条例の一部を改正する
条例

●山口市阿東老人趣味の家設置及び管理条例を廃止する
条例

●湯田温泉パーク設置及び管理条例の一部を改正する条
例

●山口市地域特産物販売促進センター設置及び管理条例
の一部を改正する条例

●山口市特別職の給与に関する条例の一部を改正する条
例

●山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
事　件　議　決

●字の区域の変更及び町の区域の新設について
●字の区域の変更について
●クリエイティブ・スペース赤れんがの指定管理者の指

定について
●山口市菜香亭の指定管理者の指定について
●山口市小郡屋内プールの指定管理者の指定について
●わかくさ第２学級の指定管理者の指定について
●みなみ第２学級の指定管理者の指定について
●ひめやま第２学級の指定管理者の指定について
●さわやか第３学級の指定管理者の指定について
●もみじ第３学級の指定管理者の指定について
●おおぞら学級の指定管理者の指定について
●おおぞら第２学級の指定管理者の指定について
●ひまわり学級の指定管理者の指定について

●ひまわり第２学級の指定管理者の指定について
●ひまわり第３学級の指定管理者の指定について
●はちのこ学級の指定管理者の指定について
●しらさぎ学級の指定管理者の指定について
●しらさぎ第２学級の指定管理者の指定について
●しらさぎ第３学級の指定管理者の指定について
●おひさまクラブ３の指定管理者の指定について
●山口市小郡上郷児童館の指定管理者の指定について
●山口市徳地診療所及び山口市串診療所の指定管理者の

指定について
●山口市柚野地域活性化センターの指定管理者の指定に

ついて
●山口市上村高齢者女性等活動促進センターの指定管理

者の指定について
●山口市伊賀地高齢者女性等活動促進センターの指定管

理者の指定について
●国民宿舎秋穂荘の指定管理者の指定について
●山口市柚野農産加工販売所の指定管理者の指定につい

て
●山口市新本庁舎デスク・ワゴンの取得について
●山口市新本庁舎ロッカーの取得について
●山口市新本庁舎チェアの取得について
●山口市新本庁舎カウンターチェア、ミーティング什器

１の取得について
●山口市新本庁舎ミーティング什器２の取得について
●山口市新本庁舎キャビネットの取得について
●教育委員会の委員の任命について（敬称略）
　　須藤　邦彦（新任）

委　員　会　提　出
●地方自治法第１ ８ 0条第１項の規定による市長専決処分

事項の一部を改正する告示

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）

議　　案
審議
結果

未

来

志

行

山

口

や
ま
ぐ
ち
有
隣
会

県
都
創
生
山
口

公
　

明
　

党

高
　

志
　

会

市

民

ク

ラ

ブ

日

本

共

産

党

地
域
政
党 

や
ま
ぐ
ち
の
風

条　　例 山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬並びに
費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

指定管理者制度とは
自治体が設置する施設のうち、文化
施設やスポーツ施設、福祉施設など
公の施設の管理について、民間事業
者等の団体が行い、民間の能力やノ
ウハウを活用しつつ、市民サービス
の向上を図るとともに、経費の縮減
を図ることを目的に創設された制度。

山口市ウェブサイト
（指定管理者制度）
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令
和
６
年
11
月
25
日
に
開
催
し
た
︑
第
２
回
山
口
市
中
学
校
部
活
動
地

域
移
行
推
進
協
議
会
に
お
い
て
︑
今
後
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
の

現
時
点
で
の
方
向
性
を
示
し
た
︒

　

地
域
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
︑
市
が
設
置
・
運
営
す
る
こ
と
と
し
︑
地
域

特
性
や
学
校
規
模
︑
部
員
数
等
に
配
慮
し
な
が
ら
︑
市
内
17
中
学
校
区
単

位
で
の
設
置
を
進
め
て
い
く
︒
移
行
初
期
と
な
る
令
和
８
年
９
月
時
点
は
︑

既
存
の
部
活
動
の
競
技
・
種
目
等
を
可
能
な
限
り

設
置
す
る
こ
と
と
し
︑
ま
た
︑
学
校
施
設
で
の
活

動
を
基
本
に
︑
個
別
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

　
将
来
的
に
︑
移
行
が
軌
道
に
乗
っ
た
段
階
で
は
︑

生
徒
の
ニ
ー
ズ
や
指
導
者
の
有
無
等
の
事
情
を
勘

案
し
な
が
ら
︑
新
設
の
競
技
・
種
目
等
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
︒

�

︵
担
当
部
局
:
交
流
創
造
部)

部
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は

生活環境
委員会

新
本
庁
舎
の
備
品
取
得
に
つ
い
て

総務
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

消
防
職
員
・
団
員
の

働
き
方
改
革
の
取
組
は

総務
委員会

　
消
防
職
員
に
つ
い
て
は
︑原
則
︑３
交
替
制
勤
務(

３
日
に
一
度
の
勤
務)

と
し
︑

職
員
の
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
定
年
延
長
制
度
等
に
よ

る
高
齢
期
職
員
の
健
康
面
に
配
慮
し
た
勤
務
環
境
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
︒

　
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
︑
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
︑
令
和

２
年
４
月
か
ら
休
団
制
度
を
導
入
し
て
い
る
︒
転
勤
や
介
護
︑
出
産
・
育
児
等
の

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
︑
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
消
防
団
の
活
動
が
継
続
で

き
な
い
場
合
に
取
得
で
き
︑
団
員
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま
復
帰
後
に
速
や
か
な

活
動
再
開
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
︑

休
団
前
の
階
級
︑在
職
年
数
は
保
持
さ
れ
る
︒
制
度
導
入
以
降
︑８
名
が
利
用
し
︑

う
ち
３
名
は
休
団
中
︑
５
名
は
復
団
し
活
動
を
継
続
し
て
お
り
︑
制
度
の
利
用

が
団
員
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
︒�

︵
担
当
部
局
:
消
防
本
部
︶

　
新
本
庁
舎
で
使
用
す
る
備
品
の
取

得
に
つ
い
て
６
つ
の
議
案
を
提
出
し

た
︒
備
品
の
種
類
ご
と
に
ま
と
め
な

が
ら
可
能
な
範
囲
で
分
割
発
注
す
る

こ
と
で
︑
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会

の
確
保
と
効
率
的
な
執
行
を
行
っ
た
︒

�

︵
担
当
部
局
:
総
務
部
︶

・�山口市ふるさと産業振興
条例の観点から、入札
条件を市内事業者優先に
したことは大いに賛成し、
理解するものの、入札結
果を踏まえ、今後は発注
内容をさらに分割するな
ど、小さな事業者であっ
ても、より一層入札に参
加しやすいような環境を
整えてほしい。

委員の意見

　

男
性
は
︑﹁
弱
み
を
見
せ
た
く
な
い
﹂︑﹁
強
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
﹂
な

ど
の
思
い
か
ら
︑
悩
み
が
あ
っ
て
も
一
人
で
抱
え
込
む
人
が
多
い
傾
向
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
男
性
が
相
談
し
や
す
い
場
所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

　

市
で
は
︑
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
︵
祝
日
は

除
く
︶
に
︑
山
口
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
男
性
を

対
象
に
︑
男
性
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
窓
口
を

開
設
し
︑
仕
事
の
こ
と
︑
人
間
関
係
︑
健
康
の
こ

と
な
ど
︑
様
々
な
お
悩
み
を
伺
っ
て
い
る
︒

�

︵
担
当
部
局
:
地
域
生
活
部
︶

誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

男
性
の
た
め
の
電
話
相
談
窓
口

生活環境
委員会

山口市ウェブサイト
（山口市部活動地域

移行通信）

山口市ウェブサイト
（男性相談員による

電話相談）
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い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
へ
の
対
応

教育民生
委員会

　
公
共
交
通
の
新
た
な
就
業
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
と
担
い
手
の
確
保
支
援

の
た
め
に
︑
平
成
30
年
か
ら
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
転
士
体
験
会
・
就
業
説

明
フ
ェ
ア
を
実
施
し
て
お
り
︑
令

和
５
年
度
か
ら
は
山
口
県
央
連

携
都
市
圏
域
の
７
市
町
で
連
携

し
て
実
施
し
て
い
る
︒
今
年
度

実
施
し
た
運
転
士
体
験
会
・
就

業
説
明
フ
ェ
ア
で
は
︑
参
加
さ

れ
た
方
か
ら
就
業
へ
つ
な
が
っ

た
事
例
が
あ
っ
た
︒
引
き
続
き

運
転
士
体
験
会
・
就
業
説
明
フ
ェ

ア
の
開
催
や
︑
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

運
転
士
就
職
奨
励
金
制
度
を
活

用
し
て
市
内
公
共
交
通
の
人
材

確
保
と
求
職
者
の
公
共
交
通
分

野
へ
の
就
職
を
促
進
し
︑
運
転

士
不
足
の
解
消
を
図
っ
て
い
き

た
い
︒

�

︵
担
当
部
局
:
都
市
整
備
部
︶

道
の
駅
「
あ
い
お
」
移
転
整
備
の

基
本
設
計
の
内
容
は

農林建設
委員会

　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
施
行
か
ら
10
年
が
経
過

し
︑
法
や
基
本
方
針
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
で
い
じ
め
解
決
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
文
部

科
学
省
は
︑
本
年
８
月
に
︑
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂
し
た
︒今
回
の
改
訂
は
︑

重
大
事
態
調
査
へ
の
学
校
や
関
係
者
の
対
応
を
よ
り
明
確

化
し
︑
い
じ
め
被
害
を
受
け
た
児
童
生
徒
や
保
護
者
等
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　
本
市
に
お
い
て
も
︑
初
動
対
応
の
つ
ま
づ
き
に
よ
り
︑

そ
の
後
の
対
応
が
長
期
化
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
分
析

し
て
い
る
︒
ま
ず
は
︑
教
育
委
員
会
に
お
い
て
︑
い
じ
め

の
解
決
に
向
け
た
対
応
能
力
の
向
上
を
図
り
︑
学
校
や
関

係
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
︒

�

︵
担
当
部
局
:
教
育
委
員
会
事
務
局
︶

　
道
の
駅
﹁
あ
い
お
﹂
移
転
整
備
基
本
設
計
案
の
方
針
と
し
て
は
︑
地
域
防

災
拠
点
︑
地
域
産
業
振
興
・
交
流
拠
点
︑
情
報
発
信
拠
点
︑
地
形
や
景
観
な

ど
の
周
辺
環
境
を
生
か
し
た
道
の
駅
"
あ
い
お
"
ら
し
さ
と
い
う
４
つ
の
方

向
性
の
実
現
に
向
け
た
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　
今
後
は
出
荷
者
と
の
調
整
や
施
設
内
に
あ
る
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
仕
様

の
検
討
等
を
行
い
︑
地
域
の
方
や
事
業
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
︑
来

ら
れ
る
方
に
も
︑
使
わ
れ
る
方
に
も
︑
日
常
的
に
使
い
や
す
い
施
設
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
︒�

︵
担
当
部
局
:
農
林
水
産
部
︶

不
登
校
対
応
に
お
け
る

医
療
機
関
と
の
連
携

教育民生
委員会

　
本
市
で
は
︑
不
登
校
対
策
に
お
い
て
医
療
機
関
と
ど
の
よ

う
に
連
携
す
る
か
を
検
討
す
る
た
め
︑
医
師
会
等
と
定
期
的

に
協
議
を
行
っ
て
い
る
︒

　
ま
た
︑
今
年
度
は
︑
モ
デ
ル
校
に
お
い
て
︑
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
て
︑
生
活
リ
ズ
ム
や
心
身
の
つ
ら
さ
な
ど
を

判
定
す
る
30
項
目
の
質
問
に
児
童
生
徒
が
回
答
し
︑
回
答
結

果
を
基
に
早
期
に
医
療
機
関
と
連
携
し
︑
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
︒

　
今
後
は
モ
デ
ル
校
に
お
け
る
取
組
の
効
果
を
分
析
し
︑
医
師
会
等
と
も
連

携
し
な
が
ら
︑
全
市
展
開
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
︒

�

︵
担
当
部
局
:
教
育
委
員
会
事
務
局
︶

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
転
士
体
験
会
・

就
業
説
明
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
就
業
へ

農林建設
委員会

・�いじめ被害を受けた児童生徒やその保護者との
信頼関係を構築することが、いじめ解決のスター
トラインと認識し、対応に当たってほしい。

委員の意見

運転士体験会の様子
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一般質問・質疑

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

★�議員が何を質問したか、読んで
みましょう！
★�質問と答弁の映像は、各議員の
二次元コードから見ることがで
きます。
※�必要な場合には、二次元コードリーダーをインストール

してご覧ください。
※�情報の受信にかかる通信料は、利用者負担となります。

★�一般質問の制限時間は、質問と
答弁をあわせて50分です。

　
　
令
和
７
年
度
は
市
長
の
任
期

の
仕
上
げ
の
年
︒
今
後
の
市

政
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
予
算
を

編
成
し
て
い
く
の
か
伺
う
︒

　
　
都
市
も
農
山
村
も
元
気
な
ま

ち
︑
安
全
・
安
心
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
︑
歴
史
・
文
化
な

ど
の
個
性
が
更
に
際
立
つ
ま
ち
の

３
つ
の
方
向
性
を
意
識
し
編
成
を

進
め
る
︒
具
体
的
に
は
︑
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
率
90
％
以
上
や
︑

５
歳
児
健
診
公
費
負
担
化
の
検
討
︑

地
域
経
済
の
安
定
化
に
向
け
た
省

人
化
機
器
等
の
導
入
支
援
︑
若
者

の
地
元
就
職
の
促
進
の
ほ
か
︑
令

和
７
年
度
の
大
阪
・
関
西
万
博
や

令
和
８
年
度
の
Ｄ
Ｃ
な
ど
の
様
々

な
機
会
を
捉
え
た
本
市
へ
の
誘
客

促
進
に
も
取
り
組
む
︒
ま
た
︑
国

の
総
合
経
済
対
策
等
を
踏
ま
え
︑

物
価
高
の
影
響
か
ら
市
民
の
暮
ら

し
と
地
域
経
済
を
守
り
抜
く
取
組

を
併
せ
て
進
め
︑
ず
っ
と
元
気
な

山
口
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
︒

問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

予算 令和7年度｢ともに築く　元気山口｣予算へ期待

令和７年度予算
編成方針

（市公式ウェブサイト）

　
　
若
者
の
転
出
超
過
に
歯
止
め

を
か
け
る
に
は
︑
若
者
が
市

長
や
議
会
と
対
話
す
る
新
た
な
機

会
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
︒
そ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
若

者
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

し
︑
若
者
の
活
躍
・
定
着
に
つ
な

げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
︒

　
　
人
口
減
少
対
策
の
方
向
性
の

一
つ
に
大
都
市
圏
へ
の
若
者

の
転
出
超
過
の
抑
制
を
位
置
づ
け
︑

若
者
が
住
み
た
い
と
感
じ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
︑
若
者
の

声
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
施
策

展
開
を
図
っ
て
い
る
︒
若
者
と
語

り
合
う
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
︑

総
合
計
画
の
策
定
や
様
々
な
市
政

運
営
の
場
︑
広
聴
活
動
の
機
会
な

ど
を
活
用
す
る
形
で
検
討
し
て
い

き
た
い
︒
令
和
７
年
度
は
新
市
誕

生
か
ら
20
年
の
節
目
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
︑
関
係
者
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
調
整
も
含

め
総
合
的
に

検
討
し
て
い

き
た
い
︒

問答

やまぐち有隣会
植野 伸一

行政 若者活躍・定着に資する対話の環境づくり！
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企
業
誘
致
は
雇
用
の
場
の
確

保
︑
税
収
増
︑
定
住
促
進
な

ど
に
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
思

う
が
︑
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

こ
れ
ま
で
︑
若
者
活
躍
と
雇

用
創
出
の
環
境
づ
く
り
の
取

組
と
し
て
︑

多
面
的
な

波
及
効
果

が
見
込
ま

れ
る
製
造

業
等
の
誘

致
に
積
極

的
に
取
り

組
み
︑
94

社
の
企
業

進
出
や
規
模
拡
大
と
４
︐
０
０
０

人
を
超
え
る
雇
用
の
創
出
を
果
た

し
た
︒
近
年
は
シ
ス
テ
ム
開
発
等

の
情
報
関
連
産
業
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
産
業
の
立
地
も
進
ん
で
い

る
︒
既
存
の
産
業
団
地
は
完
売
し

た
た
め
︑
新
た
な
産
業
団
地
の
整

備
に
つ
い
て
︑
概
算
事
業
費
の
算

出
や
事
業
手
法
な
ど
の
検
討
を
行

う
適
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
︒

問答

県都創生山口
野村 幹男

産業 企業誘致の成果と今後の方向性！

　
　

税
制
改
正
に
伴
い
︑
予
算
編

成
方
針
発
表
時
の
試
算
よ
り

も
市
税
等
が
減
少
す
る
こ
と
を
見

越
し
て
歳
出
予
算
の
縮
減
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
︒

　
　
国
の
補
填
措
置
が
な
い
場
合
︑

税
制
改
正
に
伴
う
税
収
減
や

普
通
交
付
税
の
不
足
額
は
︑
本
市

の
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
が
生

じ
る
も
の
で
あ
り
︑
地
方
が
単
独

で
負
担
し
て
い
く
の
は
難
し
い
︒

ど
の
よ
う
な
補
填
措
置
が
さ
れ
る

の
か
︑
国
の
動
向
を
注
視
し
︑
そ

の
上
で
︑
事
業
の
重
点
化
や
再
構

築
を
進
め
︑
予
算
規
模
の
適
正
化

を
図
る
と
と
も
に
︑
持
続
可
能
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ

た
い
︒
令
和
７
年
度
予
算
の
編
成

に
当
た
っ
て
は
︑
将
来
の
財
政
運

営
を
見
据
え
な
が
ら
︑
歳
入
歳
出

両
面
か
ら
不
断
の
取
組
を
行
い
︑

必
要
な
施
策
や
事
業
の
推
進
と
健

全
な
財
政
運
営
の
維
持
の
両
立
を

図
っ
て
い
き

た
い
︒

問答

市民クラブ
山見 敏雄

財政 税制改正による影響を考えた予算編成を！

　
　
令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て

は
緊
縮
型
の
予
算
編
成
を
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
︑

必
要
な
事
業
の
実
効
性
の
担
保
に

つ
い
て
伺
う
︒

　
　
令
和
７
年
度
予
算
の
編
成
に

お
い
て
は
︑
既
存
事
業
の
見

直
し
や
新
規
・
拡
充
事
業
の
検
討

を
進
め
る
中
で
︑
単
な
る
経
費
節

減
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
︑
そ
の

事
業
内
容
や
効
果
を
検
証
し
︑
事

業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
配

分
を
行
う
︒
こ
う
し
た
考
え
方
の

も
と
で
︑
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を

効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
︑
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
に
お
け
る

事
業
の
重
点
化
や
再
構
築
な
ど
を

進
め
︑
必
要
と

な
る
予
算
を
確

保
し
︑
持
続
可

能
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
げ
て
い
き

た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
市
民
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

○�

自
転
車
の
安
全
対
策

○
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

問答

公明党
山本 敏昭

財政 厳しい財政の中で求められる事業実効性の担保

すでに完売となった鋳銭司第二団地

　
　
動
物
殺
処
分
ゼ
ロ
の
取
組
を

支
え
る
民
間
の
動
物
愛
護
団

体
へ
の
事
業
委
託
は
︑
私
が
過
去

に
議
会
で
質
問
や
指
摘
を
行
い
︑

平
成
18
年
度
か
ら
動
物
適
正
飼
養

推
進
事
業
と
し
て
︑
50
万
円
で
開

始
し
た
︒
そ
こ
か
ら
約
20
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
令
和
６
年

度
で
も
委
託
費
は
60
万
円
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
︒
事
業
の
拡
充
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　
　
犬
や
猫
を
め
ぐ
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
︑
平
成
18

年
度
か
ら
︑
動
物
愛
護
の
啓
発
・

啓
蒙
活
動
や
︑
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
繁
殖
抑
制
対
策
な
ど
に
つ
い

て
︑
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
て
い
た

動
物
愛
護
団
体
に
事
業
委
託
を
し

て
き
た
︒

　
動
物
愛
護
団
体
へ
の
支
援
の
拡

充
に
つ
い
て
は
︑
動
物
愛
護
団
体

の
皆
様
が
安
心
し
て
動
物
た
ち
の

貴
い
命
を
守

る
活
動
を
し

て
い
た
だ
け

る
よ
う
︑
鋭

意
検
討
す
る
︒

問答

高志会
伊藤 斉

生活 犬・猫の殺処分ゼロの取組への支援について
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ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
の
入
居

者
は
５
人
︒
人
材
を
送
り
出

す
企
業
に
と
っ
て
魅
力
が
な
い
と

い
う
表
れ
だ
︒
小
郡
の
回
覧
板
を

利
用
し
て
ま
で
の
入
居
者
募
集
は

事
業
の
趣
旨
か
ら
乖
離
し
て
い
る
︒

本
事
業
か
ら
撤
退
す
べ
き
だ
︒

　
　
入
居
者
の
積
極
的
な
活
動
状

況
や
施
設
の
概
要
を
回
覧
板

で
地
域
の
方
に
周
知
し
た
︒
産
業

人
材
の
育
成
は
不
可
欠
な
の
で
︑

課
題
を
克
服
し
な
が
ら
検
討
す
る
︒

　
　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

施
設
と
し
て
の
評
価
を
伺
う
︒

　
　

公
民
連
携
で
い
か
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
・
持

続
さ
せ
る
か
が
目
指
す
と
こ
ろ
だ
︒

人
材
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
︒

企
業
ニ
ー
ズ
な
ど
︑
ト
ー
タ
ル
で

議
論
し
検
討
を
深
め
る
︒

問答問答

日本共産党
尾上 頼子

産業 産業交流拠点施設・アカデミーハウスは撤退を

アカデミーハウス

　
　

ツ
ー
ル
・
ド
・
ヤ
マ
グ
チ
湾

の
取
組
の
評
価
と
今
後
の
地

域
連
携
を
問
う
︒
ま
た
︑
道
の
駅

あ
い
お
移
転
整
備
事
業
に
お
け
る

周
辺
施
設
︑
地
域
資
源
と
連
携
し

た
魅
力
づ
く
り
の
考
え
を
問
う
︒

　
　

ツ
ー
ル
・
ド
・
ヤ
マ
グ
チ
湾

に
つ
い
て
は
︑
南
部
地
域
の

認
知
度
の
向
上
や
魅
力
発
信
︑
交

流
人
口
の
拡
大
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
︒

南
部
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
向
け
︑

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
関
係

機
関
が
有
機
的
に
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
ま
た
︑

移
転
後
の
道
の
駅
で
は
︑
周
辺
施

設
や
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
事
業

展
開
や
情
報
発
信
の
強
化
に
よ
り
︑

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
︒

問答

やまぐち有隣会
冨田正朗

交流 新たな南部地域の魅力づくりは！

ツール・ド・ヤマグチ湾

　
　
担
当
人
数
に
大
き
な
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
栄
養

教
諭
の
増
員
に
向
け
︑
県
教
育
委

員
会
へ
の
強
い
要
望
や
︑
市
独
自

で
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る
が
市

の
所
見
を
伺
う
︒

　
　
児
童
生
徒
が
食
に
関
す
る
知

識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
︑
健
全
な
食
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
︑
食
育
を

推
進
す
る
栄
養
教
諭
が
果
た
す
役

割
が
更
に
重
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
︒
そ
こ
で
︑
栄
養
教
諭
増
員

に
向
け
︑
県
教
育
委
員
会
に
対
し
︑

県
内
の
教
育
長
会
を
通
じ
て
︑
令

和
７
年
度
県
教
育
予
算
編
成
及
び

施
策
に
関
す
る
要
望
書
に
定
数
の

改
善
を
明
記
し
︑
強
く
要
望
し
た
︒

ま
た
︑
本
市
独
自
で
の
栄
養
教
諭

の
配
置
は
︑
他

市
町
の
状
況
を

注
視
し
︑
調
査

研
究
し
て
い
き

た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
空
き
家
対
策

○
農
業
農
村
整
備
事
業
等
の
推
進

問答

公明党
栗林 正

教育「子どもの教育環境の充実」栄養教諭適正配置！

　
　
湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク

の
供
用
開
始
延
期
に
伴
う
事

業
費
と
財
源
を
問
う
︒
ま
た
︑
供

用
開
始
後
に
期
待
さ
れ
る
施
設
周

辺
の
活
性
化
効
果
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
工
期
延
長
に
よ
る
事
業
費
の

増
加
は
な
い
が
︑
資
材
の
高

騰
が
進
ん
で
い
る
中
︑
財
源
の
確

保
と
事
業
費
の
適
切
な
管
理
を
行

い
︑
国
庫
補
助
金
や
交
付
金
︑
合

併
推
進
債
な
ど
有
利
な
財
源
を
活

用
す
る
こ
と
で
︑
一
般
財
源
は
約

３
億
３
千
万
円
程
度
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
︒

　
本
施
設
で
は
︑
夜
間
の
演
奏
会

や
縁
日
等
を
実
施
し
︑
更
な
る
人

の
回
遊
を
促
す
と
と
も
に
︑
日
中

に
も
若
者
や
子
育
て
世
代
︑
高
齢

者
な
ど
︑
市
民
が
気
軽
に
足
を
運

ぶ
取
組
を
通
じ
て

施
設
周
辺
の
飲
食

店
の
来
客
増
加
な

ど
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○�

遊
休
公
有
財
産
の
有
効
活
用

問答

やまぐち有隣会
山本 浩二 

交流 湯田温泉こんこんパークについて
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中
山
間
地
域
で
は
米
作
り
が

メ
イ
ン
だ
が
︑
米
だ
け
で
は

な
か
な
か
生
活
が
成
り
立
っ
て
い

か
な
い
︒
企
業
等
は
営
農
型
太
陽

光
発
電
を
行
い
︑
イ
チ
ゴ
や
野
菜

等
を
作
る
と
と
も
に
︑
自
家
発
電

と
売
電
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
︒

本
市
に
お
い
て
も
農
協
や
企
業
等

と
連
携
し
て
︑
そ
う
し
た
施
策
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
︑
市
の
見
解
を
伺
う
︒

　
　

市
と
し
て
は
︑
発
電
電
力
の

自
家
利
用
を
前
提
と
し
た
小

規
模
な
営
農
型
太
陽
光
発
電
事
業

の
取
組
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
︑

国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
︑

議
員
提
案
の
事
例
に
つ
い
て
も
︑

他
の
地
域
で
の
取
組
︑
成
果
や
課

題
に
つ
い
て
︑

関
係
機
関
と

情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら

研
究
し
て
い

き
た
い
︒

問答

高志会
伊藤 青波

農業 営農型太陽光発電の取組

　
　

山
口
市
都
市
核
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
Ｊ
Ｒ
山
口

駅
の
発
展
性
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
駅
の
利
便
性
向
上

に
向
け
︑
北
側
に
し
か
改
札

口
が
な
い
こ
と
や
売
店
が
な
い
こ

と
へ
の
対
応
は
︑
し
っ
か
り
考
え

て
い
く
︒
ま
た
︑
今
後
策
定
を
進

め
る
第
三
次
山
口
市
総
合
計
画
で

Ｊ
Ｒ
山
口
駅
及
び
駅
周
辺
の
位
置

づ
け
や
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
︒

環境
地
域
に
配
慮
し
た
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

伴
う
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の
緩
和

策
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
周

知
啓
発
と
同
時
に
︑
令
和
７

年
度
中
を
目
途
に
︑
条
例
制
定
を

含
め
た
行
政
手
続
の
新
た
な
仕
組

み
を
整
備
し
て
い
き
た
い
︒
な
お
︑

ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
相
談

は
︑
環
境
政

策
課
又
は
地

域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
伺
っ

て
い
る
︒

問答問答

未来志行山口
大來 尚順 

都市 より良い山口市を目指して！

　
　
昨
今
の
児
童
生
徒
の
減
少
か

ら
︑
小
規
模
校
を
統
合
し
て

中
規
模
校
に
変
え
る
べ
き
で
は
︒

　
　
学
校
運
営
に
つ
い
て
は
︑
保

護
者
や
地
域
の
方
か
ら
様
々

な
御
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ

る
︒
能
力
や
学
力
を
伸
ば
す
な
ら

人
数
が
多
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

意
見
が
あ
る
一
方
で
︑
地
域
と
小

学
校
の
関
わ
り
が
大
き
い
中
で
︑

学
校
は
な
く
し
た
く
な
い
と
い
っ

た
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
︒
ど

の
よ
う
な
教
育
環
境
が
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
か
と
い

う
視
点
に
お
い
て
︑
児
童
生
徒
の

保
護
者
や
就
学
前
の
子
ど
も
の
保

護
者
の
思
い
を

尊
重
す
る
と
と

も
に
︑
地
域
の

皆
様
の
十
分
な

御
理
解
と
御
協

力
を
得
な
が
ら

検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と

考
え
る
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
横
断
歩
道
へ
の
街
灯
の
設
置　

○
転
落
防
止
柵
の
設
置　

○
道
路
側
溝
等
の
蓋
掛
け

問答

高志会
有田 敦

教育 教育行政（新たな小・中学校の配置について）

　
　
市
長
の
肝
い
り
で
つ
く
ら
れ

た
農
林
水
産
部
で
あ
る
︒
国

や
県
の
方
向
性
も
加
味
し
な
が
ら

も
︑
山
口
市
独
自
の
政
策
も
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
か
︒
今
後
︑
山

口
市
は
地
域
の
農
業
を
ど
う
い
っ

た
方
向
に
導
い
て
い
く
の
か
伺
う
︒

　
　
集
約
化
さ
れ
た
農
地
は
農
地

と
し
て
し
っ
か
り
守
り
︑
中

小
零
細
農
家
に
は
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
い
た
だ
け
る
支
え
方
を
し
︑

農
地
が
だ
ん
だ
ん
集
約
化
さ
れ
る

か
︑
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
が
︑
市
の
農

政
の
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
︒
そ

の
中
で
︑
農
機
具
の
購
入
等
へ
の

支
援
は
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
︑

中
山
間
地
域
の
畦
道
の
整
備
や
畦

畔
の
整
備
な
ど
︑
単
市
土
地
改
良

事
業
で
実
施
し
た
部
分
に
も
対
応

で
き
る
制
度
設
計
と
し
て
い
き
た

い
︒
そ
う
し
た
中
で
︑
中
小
零
細

農
家
に
も
優
し

い
農
政
を
し
っ

か
り
と
展
開
し

て
い
き
た
い
︒

問答

県都創生山口
瀧川 勉

農業 農業の支援について
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11
月
下
旬
︑
地
元
自
主
防
災

会
の
視
察
研
修
で
安
芸
高
田

市
等
を
訪
ね
︑
豪
雨
災
害
発
災
後

の
実
践
対
応
を
学
ぶ
機
会
を
得
た
︒

さ
ら
に
︑
社
会
福
祉
士
と
し
て
金

沢
市
社
協
に
赴
き
︑
能
登
半
島
地

震
発
災
後
︑
い
ま
だ
み
な
し
仮
設

住
宅
等
に
避
難
さ
れ
て
い
る
被
災

者
の
見
守
り･

相
談
支
援
活
動
に

従
事
し
た
︒
そ
こ
で
︑
被
災
者
の

生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
に
つ
い

て
︑
特
に
︑
失
意
の
中
で
の
心
の

ケ
ア
も
含
む
他
団
体
と
の
連
携
等

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
望
む
が
い
か

が
か
︒

　
　

国
や
県
に
お
い
て
︑
能
登
半

島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

被
害
想
定
の
見
直
し
や
︑
災
害
対

応
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
中
︑

本
市
と
し
て
は
︑
地
域
防
災
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
等
︑
被
災

者
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
災
害

対
応
が
で
き
る
よ
う
︑
関
係
部
局

や
他
団
体
と

の
連
携
を
図

り
な
が
ら
準

備
を
行
っ
て

い
き
た
い
︒

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

安全 発災後の安全安心な体制づくりを求める！

　
　

市
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の
要
望
の

う
ち
︑
安
全
に
関
す
る
対
策
は
早

急
に
予
算
を
つ
け
て
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
︒
ま
た
︑

適
切
な
対
応
が
遅
れ
て
い
る
障
害

は
何
か
︒

　
　

要
望
の
内
容
は
︑
老
朽
化
し

た
遊
具
の
更
新
︑
修
繕
・
補

強
工
事
や
︑
各
園
の
フ
ェ
ン
ス
設

置
︑
門
の
施
錠
に
関
す
る
も
の
︒

老
朽
化
し
た
遊
具
の
修
繕
に
つ
い

て
は
時
間
を
要
し
た
が
︑
お
お
む

ね
完
了
し
た
︒
修
繕
が
難
し
い
遊

具
に
つ
い
て
は
撤
去
を
含
め
た
安

全
対
策
を
実
施
し
︑
新
た
な
遊
具

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
︒
門
の

施
錠
等
の
安
全
対
策
は
︑
園
の
立

地
状
況
を
踏
ま
え
て
各
園
と
協
議

し
︑
危
険
箇
所
等
に
は
適
切
に
対

応
し
た
い
︒
流
用
等
も
行
い
な
が

ら
子
ど
も
に
関
す
る
予
算
を
十
分

に
確
保
し

つ
つ
︑
早

急
に
対
応

し
て
い
る
︒

問答

日本共産党
大田 たける

こども 公立幼稚園・保育園の安全対策を早く！

　
　
温
暖
化
に
よ
る
イ
チ
ゴ
や
ト

マ
ト
な
ど
へ
の
影
響
や
︑
カ

メ
ム
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が

出
て
い
る
︒
今
後
も
被
害
が
見
込

ま
れ
る
中
︑
県
や
農
協
等
と
連
携

し
生
産
者
目
線
で
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
情
報
提
供
や
支
援
制
度

が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
︒

　
　
温
暖
化
の
影
響
で
従
来
の
栽

培
方
法
で
は
収
量
や
品
質
の

低
下
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受

け
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
関

係
機
関
と
連
携
し
︑
農
作
物
の
被

害
状
況
の
把
握
︑
情
報
の
共
有
に

努
め
て
い
き
た
い
︒
県
や
Ｊ
Ａ
で

は
︑
病
害
虫
の
防
除
指
導
や
栽
培

講
習
会
に
お
け
る
知
見
や
技
術
の

普
及
活
動
に
加
え
︑
遮
光
及
び
遮

熱
資
材
︑
換
気
シ
ス
テ
ム
の
活
用

な
ど
︑
生
産
者
に
対
す
る
営
農
指

導
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
さ
れ
て

い
る
︒
技
術

的
支
援
と
経

済
的
支
援
の

両
面
で
生
産

者
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
︒

問答

未来志行山口
安河内 淳朗

農業 年々、ひどくなる温暖化。生産者への支援策は？

　
　

新
本
庁
舎
の
窓
口
に
︑
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
で
︑
御
遺
族
が
庁
舎
内
を
移

動
す
る
負
担
を
軽
減
で
き
る
の
で

は
な
い
か
︒
ま
た
︑
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
り
︑
手
続
漏
れ
解

消
の
一
助
に
も
な
る
と
思
う
が
︑

い
か
が
か
︒

　
　
新
本
庁
舎
で
は
︑
転
入
転
居
︑

出
生
︑
死
亡
な
ど
の
手
続
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
な
総

合
窓
口
化
の
準
備
を
進
め
て
い
る
︒

お
く
や
み
関
連
の
行
政
手
続
に
つ

い
て
も
︑
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大

限
活
用
し
な
が
ら
︑
可
能
な
限
り

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
お

く
や
み
コ
ー

ナ
ー
の
設
置

に
向
け
た
検

討
を
進
め
︑
御

遺
族
の
負
担

軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

○
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

○�

﹁
住
ん
で
よ
し・訪
れ
て
よ
し
の

湯
田
温
泉
﹂
に
つ
い
て

問答

公明党
其原 義信

行政 おくやみコーナーの設置で御遺族の負担軽減を！
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基
準
財
政
収
入
額
へ
の
算
入

が
な
く
１
０
０
％
の
財
源
創

出
効
果
が
出
る
資
金
運
用
は
︑
自

治
体
に
と
っ
て
貴
重
な
財
源
確
保

策
と
な
る
︒
現
在
︑
山
口
市
は
資

金
調
達
・
資
金
運
用
の
両
面
か
ら

見
て
︑
最
善
の
選
択
が
で
き
て
お

ら
ず
︑
単
純
に
損
を
し
て
い
る
と

考
え
る
の
で
︑
今
す
ぐ
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
︒

　
　
基
準
や
運
用
の
ル
ー
ル
を
明

確
化
し
︑
可
能
な
限
り
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
︒
ま
た
︑
基
金
の
一

括
運
用
と
歳
計
現
金
の
一
体
運
用

に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
︒

　
　
中
小
企
業
の
制
度
融
資
の
預

託
金
に
つ
い
て
は
︑
効
果
が

的
確
に
把
握
し
づ
ら
い
︒
ま
た
︑

そ
の
お
金
が
塩
漬
け
に
な
っ
て
い

る
の
で
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考

え
る
︒

　
　

預
託
金
の

規
模
と
預

託
の
時
期
に
関

し
︑
運
用
手
法

の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
︒

問答問答

やまぐち有隣会
野村 雄太郎

財政 公金運用を適切にすれば、市のお金は増やせる！

　
　
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組
に

つ
い
て
︑
本
市
と
山
口
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
の
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
現
在

の
取
組
状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
伺
う
︒

　
　

本
市
は
︑
中
心
市
街
地
活
性

化
や
地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
と
い
う
役
割
を
踏
ま
え
て
︑
省

Ｃ
Ｏ
２
設
備
等
の
導
入
支
援
や

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
︒
新
会
社
は
︑
電
力
の

地
産
地
消
を
通
じ
た
経
済
循
環
の

推
進
を
担
う
中
で
︑
小
売
電
気
事

業
で
の
利
益
を
活
用
し
︑
中
心
商

店
街
で
使
え
る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
で
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
を
目

指
し
て
い
る
︒
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
︑
皆
様
の
声
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
︒

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

環境 脱炭素を通じたまちづくりで中心市街地活性化！

山口市役所にあるカーシェアリングの取組

　
　
市
民
の
心
の
健
康
維
持
や
病

気
の
予
防
︑
ケ
ア
に
関
し
て
︑

山
口
市
と
し
て
積
極
的
に
関
与
し
︑

部
局
横
断
的
な
強
い
取
組
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
︑

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
機
能
強

化
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
令
和
４
年
の
精
神
保
健
福
祉

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
︑
市

町
に
よ
る
相
談
支
援
の
対
象
に
精

神
保
健
に
課
題
を
抱
え
る
方
も
加

え
ら
れ
︑
心
身
の
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
支
援
の
包
括
的
な
確
保
を

旨
と
す
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
︒

市
町
は
︑
地
域
住
民
に
と
っ
て
よ

り
身
近
な
地
域
で
︑
き
め
細
か
な

支
援
を
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
︑

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
充
実
が
重

要
と
考
え
て
い
る
︒
今
後
は
︑
精

神
保
健
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
機

能
の
配
置
も
必

要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○�

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
策

問答

やまぐち有隣会
中野 光昭

福祉 不登校や休職者、退職者の増加を受けて！！

　
　
本
物
の
学
力
の
育
成
を
目
指

す
本
市
の
小
中
一
貫
教
育
の

取
組
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
小
中
一
貫
教
育
の
根
幹
で
あ

る
授
業
改
善
・
授
業
改
革
に

注
力
し
て
き
た
こ
と
で
︑
児
童
生

徒
の
学
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
︑

非
認
知
能
力
で
あ
る
郷
土
愛
や
自

己
肯
定
感
︑
自
尊
心
が
育
つ
な
ど
︑

本
物
の
学
力
の
育
成
に
取
り
組
ん

だ
成
果
が
現
れ
て
い
る
︒

　
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
教
育
の

実
現
に
向
け
た
現
状
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の

効
率
化
や
︑
慣
行
・
慣
例
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
︑
教
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
︑
地
域
の
方

の
協
力
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
や
︑
保
護
者
カ
フ
ェ
に

よ
る
家
庭
教
育
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
で
︑
子
ど
も
が
主
役
の
教
育

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
︒

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

教育 本物の学力の育成！子ども主役の教育の実現！

(市公式ウェブサイト)
各中学校区の

小中一貫教育の取組
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先進地に学ぶ 視察報告
詳しくは、二次元コードからご覧ください。

柏市子ども・子育て支援複合
施設「ＴｅＴｏＴｅ」
●千葉県柏市
　乳幼児から中高生世代までの子ど
も・若者たちが成長段階に応じて過
ごせる居場所・遊び場の整備に取り
組むとともに、妊婦・子育て世帯に
向けた伴走型相談支援の充実化を図
る取組を視察しました。
　子ども・子育て家庭の多様化する
ニーズに応える取組として、参考と
なる視察となりました。

11/12〜11/14 教育⺠生委員会

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　
　
市
内
に
数
多
く
あ
る
歴
史
文

化
資
源
の
生
か
し
方
と
し
て
︑

例
え
ば
︑
地
域
を
つ
な
ぐ
道
筋
や

街
道
は
︑
ま
だ
ま
だ
潜
在
的
な
資

源
︑
魅
力
を
抱
え
て
い
る
と
考
え

る
︒
山
口
市
だ
か
ら
こ
そ
の
︑
寺

社
や
史
跡
︑
文
化
財
︑
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
街
道
も
含
め
た
文
化
資
源

の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
目
指
す
中
で
︑
文
化
資
源

の
生
か
し
方
の
工
夫
は
必
要
不
可

欠
で
あ
り
︑
課
題
の
一
つ
と
と
ら

え
て
取
組
を
進
め
て
い
る
︒
街
道

の
成
り
立
ち
と
と
も
に
︑
他
の
文

化
資
源
と
ど
ん
な
関
わ
り
が
あ
り

ど
の
よ
う
に
結
ん
で
き
た
の
か
︑

歴
史
の
中
で
の
物
語
を
見
つ
め
つ

つ
︑
特
別
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
︑

そ
の
顕
在
化
を
図
っ
て
い
く
︒

問答

未来志行山口
米本 太郎

文化 歴史、文化は街道がつなぐ！文化資源の活用は？

街道が交わる道場門前から
西門前、安部橋付近

　
　

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

下
︑
本
市
で
は
市
立
小
中
学

校
に
お
い
て
令
和
２
年
に
一
人
一

台
端
末
と
し
て
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク

を
整
備
し
て
い
る
が
︑
今
後
使
用

済
み
端
末
と
し
て
更
新
時
期
を
迎

え
る
︒
使
用
済
み
端
末
の
一
部
に

つ
い
て
は
︑
す
ぐ
に
リ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
処
分
す
る
の
で
は
な
く
︑

市
の
関
連
施
設
な
ど
で
再
使
用
で

き
れ
ば
︑
結
果
と
し
て
市
全
体
の

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
持
続
可
能

な
取
組
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

お
考
え
を
伺
う
︒

　
　

本
市
で
は
１
万
５
︐
７
７
６

台
整
備
し
︑
令
和
３
年
度
か

ら
授
業
で
の
活
用
を
は
じ
め
︑
今

年
度
で
４
年
目
と
な

る
︒
更
新
に
つ
い
て

は
県
内
の
共
同
調
達

に
よ
り
経
費
の
縮
減

を
図
る
と
と
も
に
︑

補
助
金
を
活
用
し
て
︑

計
画
的
に
行
う
︒
ま

た
︑
経
年
劣
化
の
少

な
い
使
用
済
み
端
末

は
︑
学
内
を
中
心
に

再
利
用
を
検
討
す
る
︒

問答

未来志行山口
馬越 帝介

行政 使用済みⅠＣＴ機器の再利用について

使用済みⅠＣＴ機器
耐用年数の過ぎたパソコンやタブレット、周辺
機器のこと。耐用年数は４～５年とされている。

市川市多職種連携地域包括ケアシステムについて
●千葉県市川市
　医療と介護の両方を必要とする高齢者が質の高い在宅医療と介護サービス
を受けることができるよう、ⅠＣＴを活用し、医療・介護関係者間で速やか
に情報共有を行うための取組を視察しました。
　在宅医療と介護の提供体制の構築・推進を行う上で、参考となる視察とな
りました。

文化財の保護及び活用について
●東京都江戸川区郷土資料館
　文化財の保全・保護に係る取組や、文化財を活用した児童生徒の郷土学習
を通じてシビックプライドを育む取組などを視察しました。
　文化財保護を通じ、各地域の歴史文化を共有するための取組として、参考
となる視察となりました。

不登校児童支援の取組について
●東京シューレ江戸川小学校
　児童の社会的な自立に向けた多様で適切な学びの機会の確保を図るための
取組と、不登校児童及び保護者に向けた支援について視察しました。
　本市でも、不登校児童が年々増加していることから、不登校児童はもとより、
その保護者を含めた支援体制の構築を行う上で、参考となる視察となりまし
た。

「ＴｅＴｏＴｅ」での現地視察
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中山間地域における道の駅を拠点とした自
動運転サービスについて
●滋賀県東近江市
　高齢化が進行する中山間地域における人流・物流
の確保のため、全国に先駆けて取り組まれている道
の駅を拠点とした自動運転サービスについて行政視
察を行いました。
　自動運転サービスの有効性について理解が深まる
とともに、本市に
おける中山間地域
の移動手段の確保
やドライバー不足
への課題を検討す
る上で大変参考に
なりました。

地域資源を活用した観光施策について
●静岡県静岡市
　観光客の滞在時間を延長し、宿泊需要や経済波及効果の
創出を図るため、既存の地域資源の魅力を最大限に活用し
た夜間景観整備に取り組むとともに、夜も観光を楽しめる
まちとして認知されるためのブランディングを効果的に進
めている静岡市を視察しました。
　駿府城天守台の発掘調査現場の公開、駿府城公園のライ
トアップ整備などの取組について、実際に現地の様子を見
学しながら説明を受けました。歴史・文化を基軸に、多彩

な地域資源を最大限に
活用し、更なる観光誘
客の促進と観光消費の
拡大に取り組む本市に
おいて、大変参考にな
る内容でした。

●三重県津市
　増加する救急需要や救急業務の諸課題に対応する取組である機動的救急
隊M.O.A の運用と消防職員の働き方改革について視察しました。
　本市における消防活動の充実強化を図っていく上で大変参考となる内容
でした。

シビックコア棟、にぎわいの森の利活用について
●三重県いなべ市
　にぎわいの森等を拠点に、市民が集い
やすい場所、効果的な公共空間の創出を
図るため、先進的に取り組まれており、
本市が令和７年度から始める本庁舎周辺
の市民交流棟及び公園広場等の整備を進
める上で大変参考になる取組でした。

機動的救急隊「M.O.A」の運用と消防職員の
働き方改革について

11/13〜11/14 生活環境委員会

10/30〜11/1 農林建設委員会

いなべ市にぎわいの森での現地視察

駿府城公園内での発掘調査現場の視察

自動運転サービスの現地視察の様子

働き方改革実現に向けた取組に
ついて
●大阪府寝屋川市
　継続的に発生する職員の時間外勤務
の解消と新たな行政需要に対応するた
め、寝屋川市働き方推進プランを策定
し、多様な制度を導入することで柔軟
に取り組んでいる事例について視察し
ました。
　様々な働き方改革による生産性向上
とワーク・ライフ・バランスを実現す
るための効果的な取組は、職場環境の
整備等と同時に、市民サービスの向上
につながっており、本市の働き方改革
を推進する上で、大変参考になるとと
もに取組の必要性を感じた視察でした。

1１/13〜11/15 総務委員会

地場産業の振興・人材確保の取組について
●愛知県豊田市
　豊田市では、国が進めている「地域の人事部」の
取組を効果的に実践している事業者と連携し、市内
の中小企業・事業者支援として、外部人材を活用し
た企業の課題解決や 新規事業促進、人材確保や強化
などに取り組まれています。
　副業兼業・外部人材の活用や、地域連携型インター
ンシップ、デジタルスキルアップ研修、補助金制度
の創設など様々な人材確保と育成に向けた取組に加
え、就業前後のギャップによる早期退職を防ぐため
の有償インターンシップの検討や小中高生を対象と
した企業見学の工夫など、若年層向けの取組にも注
力されており、本市にも大変参考になる取組でした。

農林水産物の輸出拡大支援事業について
●静岡県静岡市
　しずおか中部連携中枢都市圏における、お茶をはじめと
した農水産物の輸出拡大を図るプラットフォームを構築し、
農水産物を高品質で高単価で扱うよう海外輸出のサポート
を行うことで、農水産業における所得向上を図る取組を視
察しました。生産者や事業者の安定した所得確保を検討す
る上で大変参考になりました。

衛星画像を活用したＡⅠ漏水調査について
●愛知県豊田市
　人工衛星やＡＩを活用し、水道管の劣化具合や漏水リス
クを可視化することで、コスト削減や省人化に効率的な水
道インフラの維持管理の取組について行政視察を行いまし
た。本市でも実証的に取り組んでいる事業であり、先進事
例を研究することができました。
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議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● １０日 議会運営委員会、会派代表者会議、山口市
議会活性化充実協議会

● １７日 市議会だより等編集委員会（以下、「編集委
員会」）

● ２３日 編集委員会
● ３０日 農林建設委員会行政視察（～11月1日）

● ６日 全国温泉所在都市議会議長協議会第１０５
回役員会

● ８日 会派代表者会議、議会運営委員会
● １１日 第３６回都道府県庁所在都市議長会定期総

会（～１２日）
● １２日 教育民生委員会行政視察（～１４日）
● １３日 生活環境委員会行政視察（～１４日） 　　　

総務委員会行政視察（～１５日）
● ２２日 広報広聴委員会
● ２５日 議会運営委員会、山口市議会活性化充実

協議会、執行部説明会

● 2日 第5回定例会初日（～２３日最終日）
● ３日 議会運営委員会、会派代表者会議
● ９日 編集委員会
● １９日 編集委員会
● ２３日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（10月～12月）１4団体
　10月15日　東京都調布市議会
　　　 22日　兵庫県芦屋市議会
　　　 23日　愛知県豊川市議会
　　　 24日　愛知県弥富市議会
　　　 25日　愛知県東海市議会
　　　 29日　香川県坂出市議会
　　　 30日　岐阜県岐阜市議会
　　　 31日　静岡県沼津市議会
　11月  1日　青森県五所川原市議会
　　　   6日　滋賀県彦根市議会
　　　        　埼玉県東松山市議会
　　　   7日　佐賀県武雄市議会
　　　        　沖縄県宜野湾市議会
　　　 13日　大阪府池田市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

１2月

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

　今年で9回目を迎える新山口イルミネーション。山口市
南部地域の小学生や大学、専門学校の学生も関わり、山
口市の玄関口のにぎわい演出に一役買っています。

【表紙写真】

次号は 5月１日発行です

委員長　大田たける　　副委員長　中野光昭
委　員　鳥養祐矢・安河内淳朗・米本太郎・植野伸一
　　　　倉増賢治・山本敏昭・有田　敦・部谷翔大

市議会だより等編集委員会

編　集　後　記
　今定例会では、新年度予算編成方針や今後のまちづくり・市
政の展望が示され、海外からも注目される本市は、今後2年を
「勝負の年」と捉え、市民の皆様と一緒にまちづくりを進めてい
きます。子どもから大人まで多くの皆様に、市政に興味を持って
いただけるよう、わかりやすく編集しています。是非ご覧いただ
き、山口市議会を身近に感じていただけたら嬉しいです。（鳥養）
　今定例会では市域全体の交通に関わる都市計画や、来年度
の予算に向けた議論がなされました。市内の同じZ世代にも、我
がまち山口市にとって重要な議論を伝えたいと思います。今後
も市議会だよりの工夫・研究に、たゆまぬ努力を続けていきま
す。（安河内）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）１0月

11月

2/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（初日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…２月５日（水）まで　請願の受付…２月12日（水）まで

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議
（最終日）
10：00～

10：00～17：00
ケーブルで生中継

天皇誕生日 振替休日
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